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２０２２年 1 月１５日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 12 章 7～17 節（エレミヤ書講解説教 27 回目） 

タイトル：「絶望の中にある神の希望」 

クリスマス礼拝、新年礼拝とありましたので、前回のエレミヤ書の説教から大分時間が経ち

ましたが、再びエレミヤ書の講解説教に戻ります。前回は、12 章前半の箇所から、「どうして、

どうして、どうして」というタイトルでお話しました。エレミヤは、なぜ、悪者が栄え、裏切りを働

く者がみな安らかなのかわかりませんでした。そんなエレミヤに対して主はずっと沈黙された

ままでしたが、その口を開かれるとこう言われました。5 節です。「あなたは徒歩の者と競争し

て疲れるのに、どうして馬と走り競うことができるだろうか」徒歩の者と競争して疲れている

とは現在の状況のことを表しています。そして、馬と走り競うとは将来のことです。つまり、現

在のことでそんなに疲れ果てているならこれから先どうするのかということです。これから先

もっと大きな困難が待ち受けているのだから、今の状況に一喜一憂するのではなく、すべてを

ご存知であられる主に信頼して前進するようにということでした。 

今日の説教のタイトルは、「絶望の中にある希望」です。ユダの民、イスラエルの民は主を捨て

て自分勝手な道に進んで行きました。その結果主のさばきを受けることになりますが、その中

でも主は彼らを憐れんでくださり、再び回復してくださるという希望を語られます。 

Ⅰ．神の悲しみの歌（7-11） 

 

まず 7～11 節をご覧ください。ここには、最愛の者から裏切られた神の悲しみが、エレミヤ

に伝えられます。「7 わたしは、わたしの家を捨て、わたしのゆずりの地を見放し、わたしが心

から愛するものを、敵の手中に渡した。8 わたしのゆずりの民は、わたしにとって、林の中の獅

子のようだ。それはわたしに向かって、うなり声をあげる。それゆえ、わたしはこの地を憎む。9 

わたしのゆずりの民は、わたしにとって、一羽の斑の猛禽なのか。それを猛禽どもが取り巻い

ているではないか。さあ、すべての野の獣を集めよ。それらを連れて来て、食べさせよ。10 多
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くの牧者が、わがぶどう畑を荒らし、わたしの地所を踏みつけて、わたしの慕う地所を恐怖の

荒野にした。11 それは恐怖と化し、荒れ果てて、わたしに向かって嘆き悲しんでいる。全地は

荒らされて、まことに、だれも心に留める者はいない。」 

 

ここには、「わたし」ということばが強調されています。これは神様のことです。新改訳聖書で

はひらがなの「わたし」と漢字の「私」を区別して記していますが、このようにひらがなで「わた

し」とあるのは神様のことを指しています。この「わたし」という言葉が何回も使われているの

は、ここに神様の思いというか気持ちがよくあらわれているということです。その神様の気持

ちとはどういうものでしょうか。 

 

7 節には「わたしの家」とか「わたしのゆずりの地」という言葉がありますが、これはイスラエ

ルの民のことを指しています。「わたしが心から愛するもの」もそうです。そのイスラエルの家を

捨て、相続地を見離し、主が心から愛するものを、敵の手に渡されました。これは、敵であるバ

ビロンの手に渡したということです。バビロン捕囚の出来事です。バビロンによって捕えられ、

捕囚の民として連れて行かれることになるのです。なぜでしょうか？8 節に、その理由が書か

れてあります。それは彼らが神にとって林の中の獅子のようだったからです。林の中の獅子と

は、神に対して敵対するライオンのことです。彼らは主に向かってうなり声をあげました。「うな

り声をあげる」とは敵対するという意味です。林の中のライオンが「ウォー、ウォー」とうなり声

を上げるように、神に対して敵対したのです。それゆえ、主はこの彼らを憎まれたのです。 

 

また 9 節を見ると、彼らは主にとって、「一羽の斑の猛禽」のようだとあります。「猛禽
もうきん

」とは、

肉食の鳥のことです。ここではただの猛禽ではなく「斑
まだら

の猛禽」とあります。この斑の猛禽とは

イスラエルの民のことを指しています。斑の猛禽には一つの習性があり、それは、仲間以外のも

のを攻撃するということです。つまり、彼らにとってイスラエルの神は自分たちの仲間ではな

かったのです。それで神に敵対して激しく襲い掛かかりました。 
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そんな一羽の斑の猛禽を、猛禽どもが取り巻いていました。この猛禽どもとはバビロンのこ

とです。一羽の斑の猛禽が主に対して襲い掛かったので、主は他の猛禽どもに命じて、すべて

の野の獣を集めて、斑の猛禽を連れて来て、食べさせるようにと命じているのです。神様の目

から見たらバビロンも猛禽どもにすぎません。旧約聖書には、猛禽は食べてはならない汚れた

動物とされています。また、いけにえとして神にささげることもできませんでした。神に受け入

れてもらえない動物だったのです。ですから、ここでは一羽の斑の猛禽が猛禽どもに取り巻か

れているとありますので、汚れた民であるバビロンによって、神の民が取り巻かれ、滅ぼされ

ることになると預言されているのです。何とも悲惨な話です。それは彼らが神である主に敵対

し、主に向かって襲いかかったからです。 

 

10 節をご覧ください。「わがぶどう畑」とか「わたしの地所」もイスラエルの民のことです。そ

れを踏みつけて、「恐怖の荒野」にしたのは、「多くの牧者たち」、つまり、イスラエルの指導者た

ちでした。指導者たちの誤った判断が、民を滅びに導いたのです。 

 

結局、イスラエルの民は、神から捨てられることになってしまいました。でも誤解しないでく

ださい。神様はただ厳しく断罪しているのではありません。むしろ、愛をもってそのように為さ

るのです。本当はそんなことしたくないのです。だから 7 節には「わたしの家」とか、「わたしの

ゆずりの地」、「わたしが心から愛するもの」と呼ばれているのです。10 節の「わたしの慕う地

所を」とも言われています。「どうしようもない、罪深い、虫けら同様の連中を、敵の手に渡した」

などと言われていません。「わたしが心から愛する者を」と言われました。たましいから愛する

者を敵の手に渡したと言っているのです。 

 

ここには「わたし」ということばがたくさん使われていると申し上げました。それはそのこと

ばに託されたイスラエルに対する神の御思いが表現されているからです。この表現から、神の

心の痛み、心痛を感じていただきたいと思います。それは不本意だと。本当はそんなことをし

たくないのです。本当なら彼らを助けてあげたい。救ってあげたい。でも、彼らがそれを拒みま
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した。そして、林の中のライオンのように、一羽の斑の猛禽のように、神に襲い掛かってきたの

です。それでしょうがなくて神はそのようにされるのです。彼らが悔い改めさえすれば、そのさ

ばきを免れることができたのです。バビロンに捕囚の民として連れて行かれる必要はありませ

んでした。神はこれまで散々愛のことばをかけて表現してきたのに、彼らは受け入れませんで

した。たとえば、出エジプト記 19 章 4～6 節にはこうあります。「4 『あなたがたは、わたしが

エジプトにしたこと、また、あなたがたを鷲の翼に乗せて、わたしのもとに連れて来たことを見

た。5 今、もしあなたがたが確かにわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守るなら、あなた

がたはあらゆる民族の中にあって、わたしの宝となる。全世界はわたしのものであるから。6 

あなたがたは、わたしにとって祭司の王国、聖なる国民となる。』これが、イスラエルの子らにあ

なたが語るべきことばである。」 

これは、すごい愛の言葉だと思うんですね。なぜなら、ここで主は彼らを「わたしの宝」と呼

んでいるからです。「あなたがたはあらゆる民族の中にあって、わたしの宝となる」。神様は彼

らを宝物だとおっしゃってくださったのです。あなたが夫から「あなたはわたしの宝だ」なんて

言われたらどうでしょうか。うれしいですよね。もう天に昇ったような気持ちになるのではな

いでしょうか。「あなたはわたしの誇りだ」と言われたらどうでしょうか。誇りと言ってもダスト

(埃)のことじゃないですよ。プラウドです。アメリカに住んだことのある人やアメリカ人の友達

がいれば一度は聞いたことのあるフレーズに‟I’m proud of you”という言葉があります。

直訳すると「私はあなたを誇りに思う」でしょうか。妻が子どもに言うのをよく聞いたことがあ

ります。‟I’m proud of you”、‟You are my treasure”と言われたら、子どもは本当に胸

がいっぱいになります。うれしくて、うれして、言葉にできない♫。そういうことを神は惜しげ

もなくご自身の民におっしゃってくださったのです。イザヤ書にもありますね。イザヤ書 43 章

4 節です。「わたしの目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛している。」 

ですから、その愛するものが敵の手に渡されるなんて考えられないことなのです。その土地

が荒れ果てるなんて考えられません。そこは神が大好きな土地であり、大好きな人たちがいま

す。その民がバビロンに滅ぼされて踏みにじられるのです。平気でいられるはずがありません。

本当にそれを神が「よし」と思われるでしょうか。絶対にそんなことはありません。絶対に神は
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そんなことを望んでおられません。 

 

ですから、これはただの冷酷なさばきの宣言ではないのです。神はご自分の民が罪を犯す

と契約で定められたのろいを下されますが、しかし、さばかれる神の心は決して容易ではあり

ません。苦しくて、苦しくて、胸が痛んでおられるのです。神はさばきながらも、彼らを「わたし

の家」、「わたしのゆずりの地」、「わたしが心から愛するもの」、「わたしの慕う地所」と呼んでく

ださいました。このような表現には、さばきを受けて大きな苦しみの中にいるときでさえも、イ

スラエルの民が神に立ち返ることを切に願っておられる神の思いが込められているというこ

とを知っていただきたいと思うのです。 

 

Ⅱ．自ら招いた恥(12-13)   

 

次に、12～13 節をご覧ください。その結果、イスラエル、南ユダ王国はどうなるでしょうか。

「12 荒野にあるすべての裸の丘の上に、荒らす者が来た。主の剣が、地の果てから地の果て

に至るまで食い尽くすので、すべての肉なる者には平安がない。13 小麦を蒔いても、茨を刈

り取り、労苦しても無駄になる。あなたがたは、自分たちの収穫で恥を見る。主の燃える怒りに

よって。」 

 

「荒らす者」とは、バビロンのことです。エルサレム、南ユダ王国は、バビロンの侵略によって

滅びてしまいます。ここには「主の剣」とあることからもわかるように、バビロンが神のさばき

の道具として用いられるのです。その主の剣が、地の果てから地の果てに至るまで、食い尽く

すようになります。地の果てから地の果てまでとは、残されているところはもうどこにもない

ということです。完全に征服されてしまうことになります。 

 

それゆえ、すべての肉なる者には平安がありません。そればかりか、小麦を蒔いても、茨を刈

り取り、労苦しても無駄になります。すべてが徒労に終ってしまうのです。期待しても期待外れ、
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希望は絶望に終わります。それは彼らが偶像礼拝にふけったために、自らの上にさばきを招い

てしまったからです。あなたがたは、自分たちの収穫で恥を見るとあるとおりです。 

 

愛する者をさばかざるを得ない神の悲しみがどれほどのものか、あなたに届いているでし

ょうか。神は、ひとりも滅びることを願わず、すべての人が救われることを望んでおられます。

放蕩息子の父親が、息子の帰りを待っていたように、父なる神は、あなたが神に立ち返ること

を待っておられるのです。それなのに、神を裏切り、神の預言者を 蔑
さげす

み、神のみことばに背く

なら、その身に恥を招くことになります。 

 

アメリカの中西部に、キリスト教が嫌いなひとりの農夫がいました。日曜日になると、周りの

人たちは教会に行きましたが、それを見ながら彼は、こぶしを振り上げ、自分だけは畑を耕し

続けました。 

10 月になって、彼は人生で最高の収穫を得ました。彼の収穫量は、州で一番でした。収穫が

終わると、彼は、クリスチャンの信仰をあざ笑うかのように、地元の地方紙に意見広告を掲載

しました。その広告の最後は、次のように締めくくられていました。 

「私のような者がこんなに栄えるとするなら、神に対する信仰も大した意味がないというこ

とになる。」 

その地域のクリスチャンたちは、静かに、礼儀正しく応答しました。翌日の地方紙に小さな広

告が載りました。そこには、こう書いてありました。 

「神が、すべての清算を 10 月になさるとは限らない。」 

 

「思い違いをしてはいけません。神は侮られるような方ではありません。人は種を蒔けば、刈

り取りもすることになります。自分の肉に蒔く者は、肉から滅びを刈り取り、御霊に蒔く者は、

御霊から永遠のいのちを刈り取るのです。失望せずに善を行いましょう。あきらめずに続けれ

ば、時が来て刈り取りをすることになります。」(ガラテヤ 6:6-9) 
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あなたはどのような種を蒔いていらっしゃいますか。人は種を蒔けば、その刈り取りもする

ことになります。ですから、御霊に蒔いて、御霊から永遠のいのちを刈り取りましょう。失望せ

ずに善を行いましょう。あきらめずに続け、やがて時が来る時に、豊かな収穫を刈り取らせて

いただきたいと思うのです。 

 

Ⅲ．絶望の中にある神の希望(14-17) 

 

第三のことは、そうしたさばきの中にも神のあわれみがあること、絶望の中にも希望がある

ということです。14～17 節をご覧ください。「14 主はこう言われる。「わたしの民イスラエル

に受け継がせたゆずりの地に侵入する、悪い隣国の民について。見よ。わたしはその土地から

彼らを引き抜き、彼らの間からユダの家も引き抜く。15 しかし、彼らを引き抜いた後、わたし

は再び彼らをあわれみ、彼らをそれぞれ自分のゆずりの地、あるいは自分の土地に帰らせる。

16 彼らがかつて、バアルによって誓うことをわたしの民に教えたように、もし彼らがわたしの

民の道をよく学び、わたしの名によって『主は生きておられる』と誓うなら、彼らはわたしの民

のうちに建てられる。17 しかし、彼らが聞かなければ、わたしはその国を根こそぎ滅ぼす─主

のことば。」」 

 

ここで主は引き続き語られます。それは「わたしはその土地から彼らを引き抜き、彼らの間

からユダの家も引き抜く」ということです。彼らとは「悪い隣国の民」のことです。イスラエルの

民がバビロンによって捕囚に連れて行かれて以降、カナンの地に侵入する隣国の民がいまし

た。その一つがアモン人であり、またエドム人であり、モアブ人であり、ペリシテ人などです。こ

うした隣国の民は、バビロン捕囚以降カナンの地に侵入してきました。彼らは「悪い隣国の民」

です。なぜなら、それは「わたしの民イスラエルに受け継がせたゆずりの地」、相続地だからです。

その地に侵入してくることは悪いことなのです。そこで主は、そうした隣国の悪い民について、

彼らをその土地から引き抜くと言われました。彼らを植えてくださった主は、引き抜く権威も

持っておられます。神はバアルを崇拝したユダの民だけでなく、彼らにバアル崇拝を教えた周
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辺諸国も引き抜かれるのです。神の関心はユダの民だけでなく、周辺諸国にまで及んでいまし

た。 

 

しかし、神にとって「引き抜く」ことだけが最終目標ではありませんでした。15 節を見ると、

「しかし、彼らを引き抜いた後、わたしは再び彼らをあわれみ、彼らをそれぞれ自分のゆずりの

地、あるいは自分の土地に帰らせる。」とあります。主はユダの民を引き抜いた後に、再び彼ら

をあわれみ、彼らをそれぞれ自分のゆずりの地、自分の土地に帰らせると約束してくださった

のです。これは、バビロン捕囚から帰還できるということです。その期間は 70 年です。25 章

11～12 節、29 章 10～11 節にそのように預言してあります。25 章 11～12 節にはこうあ

ります。「11 この地はすべて廃墟となり荒れ果てて、これらの国々はバビロンの王に七十年仕

える。12 七十年の終わりに、わたしはバビロンの王とその民を─主のことば─またカルデア

人の地を、彼らの咎のゆえに罰し、これを永遠に荒れ果てた地とする。」 

ここに、「これらの国々はバビロンの王に七十年仕える」とあります。七十年の終わりに、主

はバビロンの王とその民を罰し、これを永遠に荒れ果てた地とするのです。それは七十年間限

定の捕囚だったのです。 

また、29 章 10～11 節にはこうあります。「10 まことに、主はこう言われる。『バビロンに

七十年が満ちるころ、わたしはあなたがたを顧み、あなたがたにいつくしみの約束を果たして、

あなたがたをこの場所に帰らせる。11 わたし自身、あなたがたのために立てている計画をよ

く知っている─主のことば─。それはわざわいではなく平安を与える計画であり、あなたがた

に将来と希望を与えるためのものだ。」 

ここにも「七十年」という期間が記されてあります。バビロンに七十年が満ちるころ、主はユ

ダを顧みて、彼らにいつくしみの約束を果たして、この場所エルサレムに帰らせてくださるの

です。これが神の計画です。それはわざわいではなく、平安を与える計画であり、彼らに将来と

希望を与えるためのものでした。すばらしいですね。 

ちなみに、キリスト教国際ＮＧＯ「ワールド・ビジョン」の英国支部が行ったデジタル調査（英

語）によると、世界で最も人気のある聖書の一節(最も検索された節、210 万回)はヨハネの福
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音書３章１６節ですが、それに次いで 2 位だったのがこの聖句でした。エレミヤ書 29 章 11 節

(8 万千回)と、ピリピ人への手紙 4 章 13 節「私を強くしてくださる方によって、私はどんなこ

とでもできるのです。」でした。 

これが聖書の中で二番目に人気のある個所です。それはここに将来と希望が約束されてい

るからです。その将来と希望とは何でしょうか。それは彼ら引き抜かれるが、主は再び彼らを

あわれみ、彼らを自分の土地に帰らせるということです。バビロン捕囚から七十年後に、また

祖国に戻れるという希望を与えてくださいました。主は決して民を見捨てることをなさらない、

あわれみ深いお方です。時折示す厳しさは、愛情の表れでもあるのです。 

 

これはイスラエルの民、ユダの民に特別に与えられたものですが、16 節を見ると、その枠を

超えてもし周辺諸国でも、異教徒であっても、イスラエルの神、主を信じて、主に立ち返るなら、

神の民の一人として、約束の地に帰還することができると約束されています。つまり、私たち

日本人にも約束されていることなのです。「彼らがかつて、バアルによって誓うことをわたしの

民に教えたように、もし彼らがわたしの民の道をよく学び、わたしの名によって『主は生きてお

られる』と誓うなら、彼らはわたしの民のうちに建てられる。」 

すばらしいですね。エペソ人への手紙2 章によれば、私たちはかつて、肉によれば異邦人で、

そのころは、キリストから遠く離れ、イスラエルの民から除外され、約束の契約については他国

人で、この世にあって望みもなく、神もない者たちでした。しかし、かつて遠く離れていた私た

ちも、今ではキリスト・イエスにあって、キリストの血によって近い者とされた、とあります。そう

です、私たちも、イエス・キリストを信じる信仰によって、同じ神の民とされたのです。「こういう

わけで、あなたがたは、もはや他国人でも寄留者でもなく、聖徒たちと同じ国の民であり、神の

家族なのです。」(エペソ 2:19) 

アーメン。何とすばらしい約束でしょうか。何とすばらしい希望、何とすばらしい救いのご計

画でしょうか。これはすべて神の約束に基づいたものです。その約束とは、創世記 12 章 1～3

節で、神がアブラハムに約束されたものです。「あなたは、あなたの土地、あなたの親族、あな

たの父の家を離れて、わたしが示す地へ行きなさい。2 そうすれば、わたしはあなたを大いな
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る国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大いなるものとする。あなたは祝福となりなさい。

3 わたしは、あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。地のすべての部族は、

あなたによって祝福される。」 

ここには「あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。地のすべての部族は、あ

なたによって祝福される。」とあります。「あなた」とはアブラハムのことですが、ここではアブ

ラハムの子孫から出るメシヤ、ダビデの子イエス・キリストのことです。神のメシヤ、イエス・キリ

ストを自らの救い主として信じ受け入れる者は祝福される、すなわち、この神の国の民の一員

に加えていただけるということです。その祝福に与れるということです。そこにはユダヤ人も

異邦人もありません。救い主イエス・キリストを信じる同じ国民であり、神の家族なのです。神

の聖なる国民として、あの神の宝の民の一員としていただけるのです。 

 

ですから、最後は二つに一つの選択となります。このアブラハム契約に従ってイスラエルを

祝福するか、それとものろうか。それによって私たちの運命が決まるのです。それによってこの

国の運命が決まります。それは歴史が証明しています。イスラエルを祝福するかどうかです。そ

して、イスラエルの神、主イエス・キリストをどのように扱うかによって、その人の運命が決まる

のです。ヨハネの福音書 3 章 36 節にあるとおりです。 

「御子を信じる者は永遠のいのちを持っているが、御子に聞き従わない者はいのちを見るこ

とがなく、神の怒りがその上にとどまる。」 

ですから私たちは、主の約束に従って、創造主の御前に悔い改めて「主は生きておられる」と

告白しようではありませんか。主の名によって「主は生きておられる」と誓うなら、あなたも神

の民のうちに建てられるのです。そのように約束してくださる主に感謝し、主のみこころに歩

みたいと思います。 


